
早雲山地すべり対策工事

高耐食性グラウンドアンカーCFCCの使用実績

早雲山は箱根火山中央火口丘の北東に位置し、1958年に地すべり防止区域に指定された「温泉地すべり」の代表的な箇

所です。

CFCCのグラウンドアンカー工は、化学的安定性に優れており、防錆処理の必要がなく、強酸性地域である早雲山での

施工を可能にしました。

また、軽量であることも大型機械を必要とせず、ヘリコプターや索道による運搬など、施工の面でも大きなメリットと

なりました。

発注者� � 小田原土木事務所

所在地� � 神奈川県

規模� � アンカー長　25.0m～48.5m 260本

使用材料� CFCC1×7φ12.5（6本マルチ）

補強材用途� グラウンドアンカー引張り材

竣工� � 1999年7月
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Carbon Fiber Composite Cable

＜ACCカタログより＞

東京製綱インターナショナル株式会社　CFCC 土木建築事業部
東京都中央区日本橋3-6-2（日本橋フロント）　　


